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TOSS五色百人一首協会群馬県支部 

代  表  白井朱美 

平成 21年 11月 23日に前橋・臨江閣において実施した第９回五色百人一首群馬県大会（後

援：前橋市、群馬県教委、前橋市教委、高崎市教委、上毛新聞社、群馬よみうり新聞社）の事業開催について報告させて

いただきます。 

↑上毛新聞 11/24掲載 

        群馬よみうり 11/27掲載→ 

おかげさまで、当日は、参加者 116名（参加

校 28校）、保護者・引率者・運営スタッフを含

めるとおよそ 300 名が集う盛大な大会となり

ました。 
▼大会参加者児童の声▼ 

★今回初めて参加して、予選は勝ち抜いたけれど、決勝トーナメントで１枚差で負けてしまいま

した。とてもくやしかったけれど、とてもいい経験ができました。とても楽しかったです。中

学生になっても友だちと百人一首をし、大会があったら進んで出場したいです。（前橋・６年女） 

★今日は、１回も勝てませんでした。だけど、札はとれたのでうれしかったです。今年は練習していなか

ったので、来年は、もっと練習して１回でも勝てたらいいです。（高崎・５年女） 

★今年は初めてだったので、とても緊張して、ふるえていました。でも、自分では、力を出し切

ったので、がんばったつもりでしたが、予選落ちになってしまいました。でも、もっと強くな

って、来年も参加して、勝ちたいです。（高崎・４年女） 

★予選落ちだったけど、私は百人一首が大好きなので、来年も参加したいと思っています。目標

の人もできて、うれしいです。来年は入賞したいです。（前橋・３年女） 

★初めてだったので緊張しました。でも楽しかったです。（前橋・２年男） 

★二年生までいっぱい練習して百人一首大会に出て優勝します。（前橋・１年男） 
★児童アンケート；大会に参加して楽しかったです…103名。ふつうです…13 名。あまり楽しくなったです…０名。 



 

●大会参加者保護者・引率者の声● 

●文化財の建物で行うということで、興味があり、子

どもについてきました。小さい頃から、百人一首に

ふれるということは、とてもよいことだと思います。

子ども達が楽しんでいる姿を見られるのも親にとっ

てよいことだと思いました。（高崎市保護者） 

●厳粛な雰囲気に子どもはとても緊張している様子で普段見られない態度が見られてよかった

です。勝負にはこだわらず楽しんで参加できました。（前橋市保護者） 

●子どもが正座して真剣に札を見つめる姿に感動しました。また参加させたいと思いました。（前

橋市保護者） 

●小学生で百人一首に触れられる機会を与えて下さった先生方に感謝いたします。今は意味が分

からなくても親しむことで将来の興味につながってくれるといいと思います。（高崎市保護者） 

●大会に向けて子どもが真剣に取り組む姿をほほえましく見ていました。是非、来年も参加して

欲しいと思います。（高崎市保護者） 

●今回初めての参加でとてもよい経験となりました。学校の先生の薦めで春から百人一首を始め

ましたが、すごく興味をもちあっという間に 100 首覚えられ、親の方がびっくりしてしていま

す。子どももやればできるんだと自信がついたようです。来年も参加させたいです。（高崎市

保護者） 

▼ これらの声を踏まえ、当支部では来年も同時期に開催したい所存です。その節は、またよろ

しくお願いします。 

 

これらの声を踏まえ、当支部では来年も同時期に開催したい所存です。 


